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現行の地域医療構想について（現状）
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過剰となっている病床の削減や不足している病床機能への転換など、構想策定時から一定の進捗
・総病床数：８６７床→８０８床 約１０年間で５９床の病床を削減
・過剰となっている急性期を減らし、不足している回復期病床を増やすなど病床機能を転換

総括（御坊保健医療圏）

慢性期
274

慢性期
259

慢性期
234

回復期
97

回復期
171

回復期
191

急性期
492

急性期
370

急性期
210

高度急性期
4

高度急性期
8

高度急性期
20

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900 計808床

計655床

計867床

▲122床

74床

160床

▲20床

2015年 2025年7月1日
（速報値）

2025年
（必要病床数）

▲59床



非稼働病床の状況
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許可病床数
※１

最大使用
病床数※２

許可病床数
※１

最大使用
病床数※２

ひだか病院 263 248 0 0 263 15

独立行政法人 国立病院機構 和歌山病院 245 222 0 0 245 23

北出病院 131 131 51 51 182 0

整形外科北裏病院 100 98 0 0 100 2

医療法人ｋｉｎｏｅ紀伊クリニック 18 17 0 0 18 1

計 757 716 51 51 808 41

※１　２０２５年７月１日現在
※２　２０２４年４月～２０２５年３月における「最も多く患者を収容した時点で使用した病床数」

一般病床 療養病床
合計 非稼働病床

（今年度の取組み）
→非稼働病床が１０床以上の和歌山病院に対しヒアリングを実施
※ひだか病院は令和７年９月３０日付で一般病床１２床減床したため、非稼働病床は実質３床となり対象外

→病床の廃止や他施設への転換について引き続き依頼



ヒアリング結果
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№ 構想区域 医療機関名 病床数 非稼働病床数 非稼働の理由

非稼働病床の今後の予定

(いつ、何をするなど具体

的に)

見直し予定時期

見直し後の病床数
備考

1

御坊保健

医療圏

独立行政法

人国立病院

機構 和歌山

病院

・高度急性期 床

・急性期  55床

・回復期   床

・慢性期  190床

・休床    床

・高度急性期 床

・急性期      9床

・回復期   床

・慢性期    14床

・休床    床

 急性期については、2

階北病棟の4床は休床中

であり、7床はコロナ即

応病床として新型コロナ

患者の受入れのために確

保しているため。

 慢性期については3床

（3階南・神経難病用）

休床中。なお、重身病床

は地域医療構想の対象

外。うち、3床は短期入

所（空床型）用に確保。

重心患者の高齢化による

死亡が増加しているが、

新規の入所患者がなかな

か増加しないため

（R7.10月に2名、11月に

1名が新規入所）、

 急性期については、結核

病床の再編に伴い、令和８

年度中に6床を結核モデル

病床に変更する予定で厚生

労働省に届出した。また、

結核患者の高齢化により、

合併症を発症した患者を結

核の治療終了後も引き続き

入院させたり、慢性期病棟

に転棟させる前の患者を一

旦急性期病棟で治療するた

めの病床として利用する予

定。

・令和 年 月

・高度急性期 床

・急性期    55床

・回復期   床

・慢性期    190床

R7.12.10ヒアリング



御坊保健医療圏の課題等について
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